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10 月度理事会議事録（2022 年 10 月 11 日（火）開催） 

 

１． 会長報告（9月 13日（火）～10月 10日（月）出席案件） 

9 月 13日（火）日本人会・理事会 於：別館 

9 月 18日（日）ソフトボール大会・選抜リーグ表彰式 於：クィーンシリキット球場 

9 月 21日（水）日本人納骨堂・秋季法要 於：日本人納骨堂 

10 月 4日（火）THAI JAPAN ICONIC MUSIC FEST 記者発表会 於：ICON SIAM 

10 月 7日（金）日本人会・企画推進部会及び三役会 於：本館 

 

 

２． 新任オブザーバー挨拶 

鈴木和哉氏（JICA）より新オブザーバー就任の挨拶を頂いた。 

 

 

３．一般報告（事務局） 

（１）9月度個人会員動向 

 入会者 142名 退会 63名 現会員数 4,875名（内、準会員 42名 会友会員 205名）  

（前年同月 4,942名・前年同月比 98.6％） 

 

（２）9月度賛助会員 

〈入会 1社〉 

・LDH Japan Inc.（エンターテインメント業（日本企業）） 

 

〈退会 3社〉 

・Hoya Lens Thailand Ltd.（製造業） 

・Gamakatsu International Co.,Ltd.（釣具） 

・Saishunkan Pharmaceutical (Thailand) Co.,Ltd.（年齢基礎化粧品ドモホルンリンクルの販売） 

 

現会員数 513社（前年同月 531社・前年同月比 96.6％） 

 

（３）会員優待店 

【新規加盟】 

・トンローデンタルホスピタル（歯科医院） 

 

・現在の有効店数 73店舗 

 

（４）9月度会館来訪者数 

 本館：127名（実数 89名）   ※食堂利用者を含むと 227名（実数 126 名） 

 別館：2,371名（実数 737 名） 

 合計：2,498名（実数 826 名）  ※食堂利用者を含むと 2,598名（実数 863 名） 

（前年同月 95名（実数 47名）前年同月比 2629.5%（1757.4%） 

 

【昨年度の開館状況】 

・2021年 4月 26日（月）～10月 24日（日）まで、会議室での同好会・サークル活動を禁止。9月

2 日（木）より本館・別館ともに窓口業務を一部再開、10 月 1 日（金）より一般図書館を再開、10

月 25日（月）より会議室の貸出再開。 
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（５）会館貸出サービス 

・9～11 月の法人利用を紹介した。9 月・10 月・11 月は本館・別館ともに入試や企業の会議利用の

為ご予約をいただいている。 

 

（６）寄付・寄贈報告 

・本の寄贈 

 小山渉様、足立芳栄様、松山さき様、他 1名様より、計 622冊寄贈頂いた。 

 

（７）9月度会計報告 

・9月度収入は、268万バーツ（前年同月 78万バーツ 前年同月比 343.0％） 

・9月度支出は、181万バーツ（前年同月 156万バーツ 前年同月比 116.3％） 

・単月収支は、86万バーツ（前年同月 -78万バーツ 差額 164万バーツ） 

・累計収支は、177万バーツ（前年同月 ‐184万バーツ 差額 361万バーツ） 

 

（８）2022年度上期実績報告 

・2019年度と比較した 2022 年度上期収支：収入 92.2％ 支出 83.3％ 収支＋122万 B。 

・2019年～2022年部門別収入比較：2021年と比較して広告関連収入以外では増収傾向にある。会館

施設利用料については、2020 年の利用料値上げ・本館駐車場の貸出の効果もあり 2019年対比でも増

収、また、2020年からの英検事業化も収入増に貢献。 

・2019年～2022年各部支出比較：2019年と比較して、費用支出は抑制傾向にある。給与・福利厚生

（人件費）については、人員の入替、採用の抑制もあり、2019年対比で、ー102 万 B、82.6％となっ

ている。 

 

（９）その他報告 

・10月の主な会議日程と各同好会・部会など主な行事日程を確認した。 

 

 

４．後援名義・ロゴ使用申請（事務局） 

 対象事業名：Million X JAPAN ～ 135th Anniversary of Thailand-Japan Diplomatic Relations 

Memorial Concert （日タイ修好 135周年記念コンサート） 

・開催日：2022年 10月 22 日（土） 

     於： カセサート大学（人文学部）チュラポーンピサンシンビル・オーディトリアム 

・主催：Million Wind Philharmonic  

・要請事項：ロゴ使用、広報協力 

→異議なく承認された。 

 

 

５．会友会員申請（事務局） 

・例年、敬老祝賀会終了後、対象者の会友会員への移行について、理事会の承認をお願いしている。

理事会承認後、10月以降の会費が免除される。 

・今年の会友会員対象は 18 名。日本人会会友会員資格基準｢5年以上普通会員であり、かつ満 75 歳

以上｣の条件を満たす方。理事会承認で会友会員になり、会費が免除となるが、被選挙権を失うこと

になる。 

 →異議なく承認された 

 

尚、現在の会友会員は 205 名、今回の 18名が会友会員に移行すると、223名となる。2021年の定期

総会にて、2023 年度以降は、会友会員資格基準を｢15 年以上普通会員であり、かつ満 85 歳以上｣の
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条件を満たす方へ変更することが決定している。 

 

 

６．（情報共有）ラムウォン盆踊り大会（ラムウォン盆踊り実行委員会） 

10 月 7日（金）の企画推進部会議で協議した結果、2023年のラムウォン盆踊り大会（独自開催）は、 

500 万 B規模の協賛金を募ることが難しく開催困難と判断し、見送ることとした。 

今後の開催については、主催にこだわらず、既存の行事への参加を検討していく。 

 

 

７．各部・各委員会報告及び提案等（発表順） 

（１）婦人部（竹井理事） 

・9 月 27 日（火）にセミナー『タイのお寺に行ってみよう！』を別館にて開催した。講師はタイ在

住の漫画家たーれっくし氏。40 名（うち未入会者 4 名）に参加いただいた。イベント後のアンケー

トに回答いただいた全員が満足と答えていただき、非常に満足度の高いイベントとなった。 

・10月 25日（火）に別館にてセミナー『ピンクリボン月間に考えてみませんか？』を開催予定。講

師はバムルンラード病院のチャナティップ・ヤンウボン医師と志村円看護師。 

・11月 22日（火）に別館にて『新年を彩るミニリースのワークショップ』を開催予定。参加費は会

員 400バーツ、未入会の方 600バーツ。 

 

（２）厚生部（安江理事） 

・9 月の出産準備教室＆すくすく会は、わんぱく広場や離乳食の会等、10 イベントを開催。未入会

の方にも多く参加いただいている。 

 

（３）在タイ日本国大使館（新保領事部長） 

・最近の洪水被害について、バンコクは大きな被害がないが、地方の一部地域は水が引かない状態。

在留邦人からは深刻な被害報告はない。洪水に関して大使館では引き続き警戒している。また、台

風に関してもバンコクには影響なかったが、地方の一部地域では影響が出ている。 

・タイは 10月 1日（土）から、日本は 10月 11日（火）から水際対策を撤廃している。日本入国の

際は WHOが認めているワクチンを 3回以上接種済みの場合は出発 72時間前以内の PCR検査が不要。

ワクチンはシノバックでも可能だが、スプートニクは対象外。 

・10月 11日（火）より大使館窓口の受付時間を通常通りとした。（08:30～12:00, 13:30～16:00） 

・タイ東北部で起きた銃乱射事件に関して、CNNが遺族感情を逆なでするような取材を行ったという

ことがニュースになっていたが、その後、彼らがツーリストビザで入国していたことが発覚した。 

・9月 23日（金）と 24日（土）に別館で在外人選挙登録を行い、多くの登録があった。今後、大使

館にて未入会の方にもお声がけし、再度別館に場所を借りて行うことを検討している。 

・11月 10日（木）にサッカーＪリーグ 川崎フロンターレが来タイする 

・孤独死に関して、日本国内と比べ、極めてタイが多いというわけではないが、心のケアに関するこ

と等、何か連絡あれば、大使館でも対処する。 

 

（４）会報・広報部（富永理事） 

・クルンテープ誌 10 月-12 月号を紹介した。特集は、「ソフトボール大会開催」「日本人会の社会貢

献活動」「日本人会チャリティーバザー」。 

・無料情報誌については、ダコ、ニコラボ、ワム、パノーラ、の 4誌に掲載する広告を紹介した。 

ニコラボはウェブ広告のみとなっている。 

・9月のホームページアクセス状況は、訪問数 15,530、閲覧数 33,810で、LINE 配信した日の閲覧数

が高くなった。前年同月比は、訪問数 107.1％、閲覧数 122.0％、前月比は、訪問数 126.9％、閲覧



4 

 

数 110.6％であった。タイからの訪問数は 55.9％、日本からは 31.7％。前月と比較し、タイからは

13.5％増加、日本からは 49.9％増加している。日本からの閲覧は、東京、香川、大阪、神奈川、愛

知の順に訪問があった。 

・LINEは 11回の配信、登録者は前月より 64名増加し、6,561名（有効者数 4,008名） 

・Facebookは 39回の投稿、有料広告配信が 1回、登録者は前月より 42名増の 3,117名。 

・インスタグラムは 15回の投稿、登録者は前月より 32名増加し、1,392名。 

・Twitterは 23回投稿し、フォロワーは前月より 51名増加の 1,117名となっている。LDH共催のダ

ンス企画に関する影響が大きく、特に拡散力の高いツイッターでは 200 を超える RT の投稿もあっ

た。 

 

（５）企画推進部（富永理事） 

・9 月 22 日（木）に「はじめての英検」講座を別館にて開講した。講師はコミュニティ英会話の枝

雄二氏。定員（20 名）を超える 21名の子ども達に参加いただいた。次回は 2022 年度第 3 回英検前

の 1月 13日（金）に開講予定。 

・9月 23日（金）と 24日（土）に在タイ日本国大使館が在外人選挙登録を別館にて実施した。2日

間合計で 32名の方に登録いただいた。 

・10月 6日（木）に SECOM社共催で AED使い方講習会を別館にて開催した。講師は SECOMの嵯峨氏。

24 名の方に参加いただいた。 

・10月 20日（木）～11月 22日（火）までの期間でタイ語基礎クラスを開講予定。講座委託は JTCA 

Co.,Ltd.。また、今回のビジネス編講座は、HRI(Thailand)Co.,Ltd.の江草嘉和氏による特別セミナ

ー（タイ人職員との働き方）付きで行う。現時点で全てのクラスが定員に達している。 

・11月 2日（水）～2月 1 日（水）の期間（本番日は 2月 3日、4日、5日のいずれか）で、LDH所

属の BALLISTIC BOYZ・PSYCHIC FEVERの EXILE TRIBE２グループによる小学生を対象としたダンス

レッスンを開催予定。10 月 5 日（水）より応募を開始したところ、既に定員以上の方にご応募いた

だいている為、応募期間終了後の 10月 12日（水）に事務局にて抽選を行う。 

 

（６）事業部（神原理事） 

・9 月 21 日（水）に日本人納骨堂で「日本人納骨堂秋季法要」を開催した。新保剛在タイ日本国大

使館領事部長、島田会長をはじめ、御霊に縁のある方や彼岸参りに来られた方々を合わせ 25名の方

にご参列いただいた。法要終了後の座談会は、感染予防のため中止とした。法要に際し、事前のお掃

除を𠮷田幸江様、濱田文子様。ご供花を、在タイ日本国大使館・盤谷日本人商工会議所・島田名津

様、伊佐次克紀様。ご供物・ご香料を平川貴士様、小野雅司様、神原彰三様、政岡絢子様、平田真啓

様、佐々木賢様、CHIRAPORN NUALANANT（SONODA）様、濱田文子様、松浦孝次様、北村直也様（順不

同）からご提供頂き感謝申し上げる。 

・10 月 20 日（木）に納骨堂ご本尊修復調査を実施予定。東京藝術大学大学院美術研究科の岡田先

生・小島先生に日本よりお越しいただき、調査いただく。 

・内堀堂守の 9 月の活動を報告。納骨堂堂守としての法要を 3 回実施頂いた。その他、写経会、婦

人部たーれっく氏講演会に臨席するなど活動した。 

 

（７）食堂運営委員会（石井理事） 

・食堂売上 9月は、895,990Bであった。タイ人顧客は 2,627名、邦人顧客は 400名、総顧客数 3,027

名、会員利用者延べ人数は 100名、実数 37名であった。 

・2023年 3月には賃料を 10%値上げする予定。 

 

（８）バンコク日本人学校（谷口校長） 

・10月 1日（土）に音楽祭を開催した。 
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・10月 12日（水）に中学部にて体育祭を開催する。LDHが創作ダンスに協力。小学部でも来月初旬

に運動会を開催予定。 

・10月 12 日（水）に小学部 5 年生がトヨタへ会社訪問する。会社訪問を行うのは 3年ぶりとなる。 

・JICAに学校訪問いただく予定。 

・10月 17日（月）にサッカーの西野元タイ代表監督の講演会を開催する。 

・ラッキー池田が学校を訪問。今後ダンスの授業などで協力いただく予定。 

・11月からマスクを「奨励」とする。 

・年度内に修学旅行を計画している。 

 

（９）JICA（鈴木代表） 

・9月 11日（日）に JICA北岡特別顧問がワット・スティワララーム・プラスティーバンディット住

職を訪問。その際プラスティーバンディット住職が内堀堂守を誘い、同席いただいた。 

・北岡特別顧問は JICAチェアという取り組みをしている。日本の発展の歴史など、諸外国の政策決

定者や大学の方々に教鞭をとって、意見交換をするということを世界各国で行っている。その関係

で JICAの特別顧問としてチュラロンコーン大学と政府関係機関 2か所で JICAチェアをし、その後、

カンボジアでも同様のことを行った。 

 

（１０）運動部（事務局） 

・第 45 回ソフトボール大会が閉幕したことを報告した。9 月 17 日(土)に一般リーグ決勝及び表彰

式（岩本理事出席）、18日(日)に選抜リーグ決勝及び表彰式（島田会長出席）を行った。結果は以下

の通りとなる。 

 

【一般リーグ】 

優勝：Gangers 準優勝：丸紅 第 3位：ZEROファイターズ 第４位：パナソニック 

最優秀選手：園田 隆行様（Gangers） 

本塁打王 ：太田 圭亮様（パナソニック）、水谷 康紀様（丸紅） 

 

【選抜リーグ】 

優勝：SPIDER 準優勝：アパコパ 第３位：ボンバーズ＆バンコクメッツ 

最優秀選手：高木 芳久様（SPIDER） 

本塁打王：渥美 徹様（バンコクメッツ） 

 

・会場を提供していいただいた「バンコクサンダース」に施設利用料として 80,000バーツを寄付し

た。 

・参加チーム 19、参加登録者 360名 (うち準会員 3名)、本大会の為に 101名の方にご入会いただい

た。大会終了後実施したアンケートでは満足度 91%という結果となった。 

 

（１１）教育部（事務局） 

2022 年度第 2 回英検について、4 級・5 級は、10 月 8 日（土）、3 級以上は、9 日（日）に一次試験

を開催したことを報告した。欠席者 10名のうちコロナ感染での欠席が 1名（5 級）おり、英検協会

の特例措置（検定料返金）を対応予定。二次試験は 11月 6日（日）に開催する。 

 

（１２）青少年部（事務局） 

・9月の活動報告及び 10月の活動予定の報告を行った。 

・9 月 14 日（水）にバンコク日本人学校を訪問し、青少年サークルの活動再開について、各サーク

ルの代表者を交えて再度協議し、3号棟の利用方法をサークル関係者全員で確認した。10月 1日（土）
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にブラスバンドサークル、10 月 8 日（土）に剣道サークルが学校で活動する。指導者の確保や送迎

など、平日放課後の活動再開にはまだ時間がかかるが、まずは週末に学校施設で活動再開し、徐々

に回数を増やしていきたい。 

 

（１３）チャリティーバザー実行委員会（事務局） 

10 月 30日（日）別館にて開催する 2022 年度チャリティーバザーの寄付状況を報告した。企業（32

社）と個人（1名）より 312,000バーツの寄付をいただいている。（10月 10日時点） 

 

 

８．（情報共有）2023年理事会・三役会・企画推進部・会議日程・事務局休日表 

2023 年の会議日程・休日日程を報告した。 

 

 

９．9月度理事会議事録承認 

  →異議なく承認された 

 

 

１０．理事会出席者（敬称略、順不同） 

島田会長、荻原、日時本、福田各副会長、豊田、小田原、米増、神原、𠮷田、安江、土田、竹井、富

永、金子、石井各理事、宮口、井原各監事、新保大使館代表、谷口学校代表、鈴木 JICA代表、石川

JETRO（日本貿易振興機構）代表、栗山国際交流基金代表、事務局（村上・安達・松田） 


